
現在（2009度末時点） 2015年 2020年 2030年

固体酸化物形燃料電池（固体酸化物形燃料電池（SOFCSOFC）ロードマップ）ロードマップ
～小容量システムでの技術確立から中・大容量システムへの展開により最高効率発電を実現～

小容量定置用

システム*
（1kW級～数kW級）

初期導入
＞４０％／４５％
＞４万時間見通し（連続運転）
５０～１００万円/ｋＷ（数十ＭＷ/年 生産ケース）

普及～本格普及
＞５０％ ／ ５５％
９万時間見通し（連続運転）
＜４０万円/kW

開発・実証段階
４０％／４５％
２万時間実証／４万時間見通し（連続運転）
９００万円/ｋＷ**
システム開発段階
４０％／４５％

開発・実証
約４０％／４５％

普及
＞５０％／５５％

初期導入
＞４０％／４５％中容量定置用

耐久性・信頼性の向上

セルスタック・モジュールの発電効
率向上

／
３，０００時間検証
数１００万～１千万円/ｋＷ

１～２万時間見通し
数１００万円/ｋＷ

９万時間見通し
＜２０万円/ｋＷ（１５０ＭＷ/年 生産ケース）

４万時間見通し
約１００万円/ｋＷ（数MW/年 生産ケース）

システム*
（数～数百kW級）

・1kW級の小型SOFCシステム実証の進
展 平成21年度まで累計132台設置

次世代スタックに向
けての高性能・

スタック高耐久化対策
技術の適用

備 考

* 小容量定置用システム、中容量定置用
システムおよび中容量ハイブリッドシステ
ムにはコージェネを含む

小・中容量定置用システムの現状・成果と
SOFCシステムの共通技術課題

初期導入時 普及時開発・実証段階

燃料多様化技術確立
（都市ガス、LPG、灯油）

セルスタック原料・部材の低コスト化

率向上

運用性向上
（起動停止技術、負荷追従性、等）

展 → 平成21年度まで累計132台設置、
最長運転時間は2万時間
・数10kW級システムで3,000時間運転試
験 → 耐久性等の技術課題を抽出
・ 劣化機構解明などの耐久性・信頼性向
上のための産学官連携基礎研究開始

セルスタック・モジュール
の高性能・低コスト化
（高出力密度化、等）

け 高性能
高耐久化

大量生産技術確立
→コスト低減

システム構成の最適化・
周辺機器簡素化によるコ

スト低減

ムにはコ ジェネを含む

** システム価格の範囲は、熱利用設備
は含まず、発電装置部の範囲の価格。
（家庭用は貯湯槽等を含む想定価格。）
また、カッコ内の「○MW/年 生産ケー
ス」は、システム価格試算のためのもの
であり、各年度での市場規模を指すもの
ではない

大容量コンバインド

ハイブリッドシステム開発
４８％／５２％
－
数１００万～約１０００万円/ｋＷ

普及
＞５５％／６０％
９万時間見通し
＜１５万円/ｋＷ（２００ＭＷ/年 生産ケース）

初期導入
＞５５％／６０％
４万時間見通し
数１０万～約１００万円/ｋＷ

開発・実証
約５０％／５５％
１～２万時間見通し
約１００万～数１００万円/ｋＷ

中容量ハイブリッド
システム*

（業務用・産業用）
（数百kW級～数MW級）

初期導入
＞６０％／６５％
４万時間見通し

天然ガス焚き
普及
＞６５％／７０％
９万時間見通し

超高圧セルスタック

開発・実証
約６０％／６５％
１～２万時間見通し大容量コンバインド

システム
（事業用・自家発電用）

（数１０ＭＷ級～）

４万時間見通し
数１０万～約１００万円/ｋW大容量ガスタービン

との部分トッピング
フィールド実証

９万時間見通し
＜１５万円/ｋW（２００MW/年 生産ケース）

開発・実証
約５５％／６０％
1～2万時間見通し
約１００万円/ｋW～

初期導入
＞５５％／６０％
４万時間見通し
数１０万円/ｋW～

燃料多様化技術確立

/モジュール検証

部分トッピング***
事業用検討

１～２万時間見通し
約１００万～数１００万円/ｋW

初期導入時 普及時

高圧***運転技術 複合発電

開発・実証段階

石炭ガス化燃料電池コンバインド
発電（ＩＧＦＣ）システムへの適用

中容量ハイブリッド・大容量コンバインド
システムの現状・成果と技術課題 燃料多様化技術確立

（石炭ガス、バイオガス）

スタック・システムの展開

石炭ガス化ガス
クリーンアップ
システム最適化大容量複合発電システム

最適化

備 考大容量化（小容量から中容量、中容量から大容量）、1kWシステム開発サイクルの加速、等

基盤技術 強

成果の適用 成果の適用 成果の適用

高圧***運転技術、複合発電
システム制御技術の確立

超高圧****運転技術の確立

・200kW級の複合発電システムの進展
→ 発電効率52.1%、3000時間運転達成

システムの現状・成果と技術課題

備 考

標準・規格・基準

*** 部分トッピングとは、既設発電設備のGTCCに、
SOFCを部分的に追設することにより、その分だけ
増出力・効率アップを図るレトロフィット改造

****  中容量のマイクロGTとのハイブリッドシステム
における運転圧力レベル0.3～0.4MPaを高圧運転、
事業用大型GTとのコンバインドシステムにおける
運転圧力レベル2～3MPaを超高圧運転と定義

劣化機構解明（熱力学的・化学的・機械的課題・三相界面の集学的解析）
加速劣化試験法・耐久性向上･余寿命評価方法・解析手法、不純物・燃料種影響対策、等

基盤技術の強化

国際標準規格への反映

国際市場での優位性確立、国際間取引の円滑化

定置用PEFCシステムとの共通化

国際標準（IEC62282シリーズ）の改訂

SOFC標準化
JIS原案提示

各システムにおける矢印内
の記載説明は次のとおり

研究・事業段階
送電端効率（HHV／LHV）

耐久性（運転時間）
システム価格


